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１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
松
任
市
横
江
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）

一
一
月
１

一
九
九
五
年

（平
７
）

三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
松
任
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
金
山
弘
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
荘
園

。
倉
庫
群
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
１

一
一
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

横
江
荘
遺
跡
は
、
県
下
最
大
の
河
川
手
取
川
の
形
成
し
た
扇
状
地
一扇
端
付
近

に
位
置
し
、
周
辺
に
は
か
つ
て

湧
水
が
所
々
に
見
ら
れ
た
。

横
江
荘
は
、
桓
武
天
皇
の
皇

女
で
平
城
天
皇
の
皇
妃
で
あ

っ

た
朝
原
内
親
王
が
伊
勢
斎
宮
を

勤
め
た
後
の
廷
暦

一
二
年

（七

九
工０

ご
ろ
、
親
王
賜
田
と
し

て
成
立
し
た
と
み
ら
れ
、
弘
仁

九
年

（八

一
八
）
の
遺
言
に
よ

り
東
大
寺
に
献
納
さ
れ
て
い
る

（弘
仁
九
年
三
月
二
七
日
酒
人
内
親
王
家
施
入
状
、

平
安
遺
文
四
五
号
）。
東
大
寺
文
書
に
よ
れ
ば
、
天
暦
四
年

（九
五
〇
）
東
大
寺

封
戸
荘
園
井
寺
用
帳

（平
安
遺
文
二
五
七
日α

に
は
横
江
荘
の
記
載
は
な
く
、
長

徳
四
年

（九
九
八
）
東
大
寺
領
諸
国
荘
家
田
地
目
録

（平
安
遺
文
三
七
七
号
）
に

は
横
江
荘
に

「已
荒
」
と
註
記
が
あ
り
、
東
大
寺
は

一
〇
世
紀
中
頃
ま
で
に
経

営
を
放
棄
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

松
任
市
教
育
委
員
会
で
は
、　
一
九
八
七
年
度
よ
り
八
年
間
に
わ
た
り
、
約
七

万
人
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ポ
の
調
査
対
象
地
域
に
対
し
、
八
五
〇
〇
ポ
の
ト
レ
ン
チ
調
査
に

よ
る
詳
細
分
布
調
査
を
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
。
確
認
し
た
遺
構
は

掘
立
柱
建
物
七
三
棟
以
上
に
の
ぼ
る
。
特
に
東
大
寺
領
の
荘
園
で
あ
っ
た
時
期

に
は

一
五
棟
前
後
の
大
規
模
な
倉
庫
群
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
機
能
が

一
つ
の
荘

園
の
み
に
限
定
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
公
的
な
郷
倉
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
の

か
注
目
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
ニ
○
○
箱
で
あ
り
、
須

恵
器
を
中
心
に
土
師
器
、
内
面
黒
色
土
器
、
緑

・
灰
釉
、
二
彩
、
青
磁
、
陶
硯
、

瓦
塔
、
石
帯
、
帯
金
具
、
墨
書
土
器
、
灯
明
皿
、
漆
塗
土
器
、
製
塩
土
器
、
フ

イ
ゴ
羽
日
、
木
製
品
な
ど
が
あ
る
。

今
回
親
告
す
る
三
点
の
木
簡
は
、
調
査
区
域
の
南
東
部
に
あ
た
る
第
二
次
分

布
調
査
Ｅ
１
４
区
よ
り
、
九
世
紀
末
―

一
〇
世
紀
の
多
く
の
須
恵
器
、
土
師
器

と
と
も
に
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
の
中
に
は
、
越
州
窯
系
青
磁
金
蓋
や
緑

・
灰

釉
も
み
ら
れ
る
。
い
は
と
く
に
遺
構
に
伴
う
状
況
は
確
認
で
き
な
い
。
②
は
石

帯
、
漆
器
の
椀
、
盤
、
曲
物
底
板
、
糸
巻
の
枠
木
、
横
木
、
櫛
な
ど
の
日
常
木

(金 沢)



製
品
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
ウ
メ
、
マ
ツ
、
ト
チ
の
種
子
と
と
も
に
、
旧
河
道
斜
面

部
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
墨
書
土
器
に
は
、
「可
」
「力
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
　
「日
日

日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
ω×
無
溢

ｏ壱

切
　

　

倭
万
呂
　
縄
女

回
万
呂
　
　
ロ
ーー
日
］
　
　
　
　
　
　
　
（霞
Ｖ
含
×
Φ
霞

ω
は
四
、
五
字
程
度
記
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
上

一

端
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。

②
は
、
上
下
端
は
一暴
面
か
ら
刃
物
を
途
中
ま
で
入
れ
た
後
に
折
っ
て
い
る
。

右
側
面
は
木
簡
本
来
の
調
整
が
認
め
ら
れ
る
が
、
左
側
面
は
二
次
的
に
割
り
、

そ
の
後
削
っ
て
右
側
面
よ
り
荒
い
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
人
名
の
列

挙
で
、
現
状
で
は
四
人
の
人
名
が
二
段
二
列
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
人

名
は
い
ず
れ
も
名
の
み
で
、
氏
の
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
木
簡
の
性
格

と
し
て
は
、
人
員
に
関
わ
る
記
録
類

（歴
名
）、
ま
た
は
冒
頭
に
事
書
き
を
記

し
、
以
下
人
名
を
列
記
し
た
文
書
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
二
点
の
木
簡
は
、
横
江
荘
が
東
大
寺
領
の
荘
園
と
し
て
運
営
さ
れ
、
倉

庫
群
を
備
え
て
い
た
時
期
よ
り

一
段
階
は
新
し
い
時
期
の
も
の
で
、
東
大
寺
は

す
で
に
荘
園
経
営
を
放
棄
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
木
簡
が
出
土

し
た
付
近
に
は
七
間
×
二
間
以
上
の
大
型
掘
立
柱
建
物
や
、
六
間
×
二
間
の
総

柱
建
物
が
存
在
し
、　
一
般
的
村
落
の
あ
り
方
で
は
な
い
。
倉
庫
群
を
も
た
な
い

も
の
の
、
荘
家
の
主
屋
級
の
建
物
は
三
カ
所
に
分
散
し
て
存
在
し
、
地
域
の
開

発
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
。
ま
た
、
「寺
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器

も
出
土
し
て
お
り
、
宗
教
関
連
施
設
の
存
在
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

松
任
市
教
育
委
員
会

『東
大
寺
領
横
江
荘
遺
跡
Ⅱ
』
全

九
九
六
年
）

同

『松
任
市
横
江
荘
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
〇
年
）

金
山
弘
明

「石
川

・
横
江
荘
遺
跡
」
３
木
簡
研
究
』
一
〇
、　
一
九
八
八
年
）

（木
田
　
清
）
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